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第14回講演婆旨

人工耳先による semi1 unar r hythmの誘発

三枝被行

(京都大学理学部動物学教室〕

一方，人工月光(豆電球によって作られ，明

るさは O.21uxで一定)と LD cycleκよって

lunar cycleを作並 2 との条件下にま震とi縫〈

i維は抱卵してい左い〕をたいて交尾，抱卵，

zo略放出?と行:;iわせた。実験は 4月から 9

月ぎで 6ヶ月関連続して行友われた。その結

果，抱卵個体数と zoea放出個体数は人工月

光[そよって作られた新月と満月の頃に集中し，

人工の半月の頃には非常に少左かった。す念

わち， semi lunar rhythmは人工月光の

zei tgeber によって約 1選簡 shiftされた。

結論として3 抱卵と zo品放出の S悲milunar

rhytlh'1l !会内器性の性質を持ち， 2 4…h 

LDと24岨8-h moonl ight cycleの位相関

係を zeitgeberとして同調させられるとと

がわかった。

アカテガェ類の zoea幼生放出個体数は満

月と新月の頃vc最大に左 9，半月の頃に最小

となる S暗殺lIlunarrhythmを示ナ。 zoea放出

の s号milunarrhythmがいか左る zeitgeber

あるいは environmentalstimuli によって

ひき越とされるかをアカテガニを使って調べ

た。アカテガ=の雌は 6月から 8月代治寸ナて

2~3 闘抱卵する。まず野外で最初の抱卵を

した直後の雌を採集し. 2 4時間の明暗周期

(LD 14: 10) のみの下U亡が〈じ抱卵偲

体数と zoea放出僧体は自然の務月と新月の

壌にど…クに達し，自然の半月の演には極め

て少念かった。とれは§然の 1unar cycl e VC 

同調している semi1unarrhythm iがfree-

T削1Ingしたものと考えられるo つ1まり，抱

卵と zo帥放出の semilunar rhythmは内因

性の性質を持っているものと考えられる。
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第14回講演要旨

現存 4種のカブトガこの人工 交雑による種間雑樋の形成

関 口晃一，杉田博

(筑波大学生物科学系〕

昭

現存のカブトガニは北アメリカ東岸例jκ生

息ナる 1属d種 Limuluspolyphemus，と

アジア大鐘東南海域に生息する 2属3種差

Tachypleu8竺生旦担s，T.星回s，色立

noscorpius rotundicauda，があるにすぎな

い。とれら 4種の系統穏係を解析する一つの

手段として人工授精Kよる種間雑種の形成を

試みた。

カブトガエ， T ・tridentatus(T・t.)は伊

万盟から， ミナミカブトガニ， T ・gigas

(T・g・)，及びマ jレオカブトガニ. C ・rotun-

dicauda (C . r穆入はタイ置から， 文アメヲ

カカブトガニコ L・polyphhemus(L.p・)，は

ウッズホーんから入手し，筑波大学下回線海

実験センターの水構ゆで鯖育してなさ 4}jか

ら8月にかけて交雑実験K使用した。媒精後

卵を 30'Cの恒温槽内で嗣育しその発生を観

察した。

媒精の組合ぜは対照を含めて 16通りで，

各組合せKついて最低4自の実験を行ったが，

f7tl外的に発生するものを除けば，それぞれの

組合せKなける結果はほぼ完全vr.:一致した。

す念わちT.t・~ X c.r. d， C ・ r ・~ x T.t. 
s及びT・g.~ X T.t ・3の総合4さでは卵は発

生し解イヒまで行き T暢 t・甲 XT.g. o ，T.g. 

牢XC.r. o及びC.r・牢 XT.g.oでは発生

はしたが胞目玉期で止った。文アジア産3種の

のカブトガニとアメリカ産カブトガニとの間

で媒精をした場合は，どの組合ぜKないても

発生の進むととを確認でき念かった〈醤参照

) 0 g際化して幼生になったものを比べると雑

種幼生は岡親種の幼生の持つ色素沈着による

斑紋を合ぜ持フて草子.t，又へそシプニンのア

クリ jレアシドグノレ電気泳動ノごターンも両親種

の正常幼生のヘモシブニンを合ぜ持つもので

るった。

T.t.とC・r・という兵属聞で何れを卵とし

ても解化設で発生するにもかかわらずじわ

とT.g.という湾属鰐では T・g.を卵とした

場合のみ僻化まで行くことは興味深いととで

ある。ーっち‘T・g.とC.r・の聞ではどちらを卵

としても発生が抱膝織で止ってしまうととは，

肉親がほとんど同所的であるととを考えるな

らば，生殖的隔離の点から理解ができる。と

の交雑実験の結果だけから現存カプトガニの

類縁関係を判断するとすれば，アメリカカブ

トガニはアジア産 3種とは遠〈隔離されてb

丸アジアの 2属 3穫は相互によく似ている。

とのアジア産 3種が別属と思えぬほど似てい

るという結果は現在の分類体系と矛盾するこ

とになるO

T.1.， ) T.g. 
言、、 メグ;?

れも ノ'/" I : 
ピ、，ペ"/ 11 

i<'.，:ヘ 1.
、、 ..、 、‘'

rJr、;!
、去、 5;

、，~ "'， 
C.仁ミ士二二二ごご士ご乏し.p.

Sperm園田剛今E宮島

to hatching out~ 

Sperm -一ー一一他今 Egg，

乞oblastula. 

Sperm-ーー句桝l>Egg， 

undeveloped. 

T，t.， TαchypZ.u.会r>iden合αtU8. T.g ・，TαchypZeu8 gigα8. 

Cqr~ ， Capcinosoorpius rotundiaaudαL・p.，LimuZus poZyphemus・

← 2-



第14回講演要旨

カブトカaニの発生に対するグルタミン措抗物質"アザセリン"の影響

伊 藤 富 夫

弁 斎 藤 清 美

(静岡大学教育学部生物学教室)

長(富士宮市立人穴小学校)

グノレタミンと掠抗し，核酸合成ゃ多糖合成

を阻害するアザセリンで，カブトガニ伍を処

理し，形態形成への影響を探った。

その結果，底域が前後に分離した怪が多量

に生じた。この奇形匪には，重複や過剰部分

はみられず，分離の位置は，主K頭胸部第二

体節であった。同様な処理で，重複H壬や後方

欠損座は生じ左かった。

アザセリン Kよる任域分離AEの形成条件は

次の通りである。 発生段階 25μ'l/meの

アザセリンで 24時間処理した場合，日歪盤出

現期での処理Kよって，日杢域分離匪が多量K

生じた。よ b高濃度のアザセリン Kよる処理

によっては，目歪盤出現期からAE盤完成期にか

けて匪域分離座が生じた。 濃度:匪盤出現

期の怪を 24時間処理した場合 1μ'l/me以

下のアザセリンKよる処理では，正常陀発生

した。 100μタ/me以上の処理ではa 発生は

とまった。最適な濃度は 25μ'lA併であった。

処理時間、 25μ'lA併のアザセリンで，目杢接

出現期の怪を処理した場合 3時間以下の処

理では，正常発生をし 72時間以上の処理

でa 発生は進ま左かった。との型の脹域分離

陸を得る為の最適処理時聞は 24時間であっ

た。

以上をまとめると廃盤出現期VC25μ7 

/併のアザセリンを作用させると，最も多量

VC，頭胸部第二体節付近で座域が前後K分離

した寄形が生ずる"となる。

アザ、セリンはグノレタミンの関与する代謝過

程を括抗阻害するといわれているので， ζの

~3~ 

奇形形成KグJレタミンが関係するか調べてみ

た。 25μタ/併のアザセリンに種々の濃度の

グノレタミンを加え，匪盤出現期の座を 24時

間処理してみた。その結果， 25μタ/me以下

のグルタミンは，アザセリンの作用を抑えな

かったが，それ以上の濃度では，アザセリン

の作用を抑え， 100μタ/meのグルタミンを加

えた場合，処理症のほとんどは正常発生をし

た。とのととから，アザセリンはグルタミン

と括抗することにより，日杢域分離旺を生じた

と考えられる。

グノレタミンの関与する代謝過程として多糖

合成系ゃ核酸合成系がよく知られている。多

糖合成系の代謝建物をアザセリンに加えたがs

アザセリンの作用を抑え左かった。また，多

糖合成やRNA合成の阻害斉jは，佐域の分離

をひきなとさ左かった。一方. DNA合成の

阻害剤ヒドロキシ尿素ゃ細胞分裂の阻害剤コ

Jレヒチンは， ζの型の奇形をひきなとした。

さらVC，アザセリンで処理された座の細胞分

裂はなさえられていた。とれらのことからa

"アザセリンは，グノレタミンと括抗するとと

Kよ9，DNA合成を抑制し，怪域分離任を

ひきなとす"と考えられた。

阪城が前後K分離し，再生がみられないこ

とから， 怪のたての方向の決定が，かな b早

い時期から進行していると考えられた。

第二体節での分誕の理由は，中医薬形成な

どの面から，及びa 細胞の移動と増殖のアン

バランスの面から検討中である。



第14回講演要皆

ヤエヤマサソジ成体卵巣の細胞および組織構成!こっレて

牧岡俊樹

(筑波大学臨海実験センター)

ヤヱヤマサソ手或体の卵巣は，書官腹部緩慢j

1tC~る掘し4管状の器宮で，各 3 本の縦走管;þ~

よび横走菅から主主る諌君主鱗状構造を作る。 卵

巣管の援は， ;tき底襲をなさんで内外の 2!蓄に

肢l.lIJできる。内層は一層の円柱上氏外層は

多層の扇平上皮で，いずれも細胞は密1tC1.tら

ぶ。胎生期Uては外層の外fftlJltC浮い縦走筋層が

る。

前胎生識の卵巣では，いろいろ念発達段構

の卵母椙絡が卵巣壁内濯の媛{員1)正中線ょにほ

ぼ 1列にならんで見出される。最も数多いの

は5霊祭 10μ然書官後の安い卵母綿総，次いで

多いのは君主径30μm議後のほ Y緩終的左大

きさに達した卵母細胞である。箆筏 15μmを

鵡える卵母細胞はa 周囲を 1}議の若者胞上皮tて

閉まれるo

胎生期の卵巣では，ほ Y全部の卵殻細胞が

30戸m前後の大きさとなI:J，それぞれ卵

柄をもって卵巣管腹側の援から体膝中trc突出

ずる。卵母組組は卵棋の環端付近にあ 9，ff3 

飽]二E廷に忽まれる。事容病の塁畿は卵巣守ぎの霊童と

間一様の構造をもっているが，外j還の外側に第

j議は発達していない。卵柄曜に踏1まれる卵柄

膝は卵巣管の卵巣睦につながる。多数の卵柄

のうち，約 20本の卵柄は，内外術腐の細胞

の急速念増殖によって成長しa 卵納長252約

400μmltC達する頃ltCij杢発生がはじ交る。卵

制対:金等割で進行する。発生開始後をも念く，

卵柄J爽音sItC豊富いや実の突揺がさ念じ，急速に停

-4-

長ずる。これはE会主主患の篠従栄養を遼ぶ栄養

素で，その装部託生じる数j民装謹とともK外

層由来である。やがて外層の績給は厚い縮施

墜をもつように念丸卵栴は強革理念経翰とな

る。さらに外}震の最外層は，二次的な筋}警に

分化する。内層は駈発生開始の頃から著し〈

浮〈念 9.細胞中K多くの泊摘を含むよう κ
なるが，かそらく底による治滴の消費Kとも

念って縮小し，際の成長とともにその表皮と

外震との間際の薄い退化組殺として残る。出

産後は，栄養索と吸収装置を含む外層由来の

経翰はそのまま残丸しだいに退化・縮小ず

る。条件がよければB 出産後産ち花新しい書9

20本の卵柄が成長をはじめ，胎生過程が繰

返される。

ヤエヤマサソリ成体卵巣では，体細胞伎の

基本的構成捜索は卵巣管壌の内j誉会よぴ外j畿

である。卵巣管援外層は飴主主患には一部:筋緩

に分化し，支え卵柄の外層とまって座革命紗よ

び栄養数絞殺麓を形成する。内j醤は卵柄にか

いては探訪貯蔵の場となって初期療への栄養

供給を宥なうと考えられるo卵母鱈胞は卵巣

管畿内j替の緩側正中線上にさをじ， との一種紐

状の形成細胞巣とみ左し得る部分には，間細

胞と怠われる米分化な絹胞も散見されるo

p綿織締役綿織胞由来でるると考えられる。
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クモ震わ放射線感受性!こ関 する墓惑的実験

一一特vn符化率について一一

(1l #\-k--~rl>_"J2) ==，'-¥L. (3) -1-==-+(4) 日 (5)近藤昭夫 a 松本誠治 ， 新海栄一 ， 大商武夫 ， 大利回久

(1)(東邦大 e王室)， (2) (杏林大・医)， (3) (東京都宮分寺市〕

(4) (奈良際大・教養)， (5) (横浜市大@医)

放射線がクモの版発生K及ぼす影響Kつい

ては Seits の詳細念実験C1966~1970)を

除くと殆んど知られていないb我々は高次神

経系形成に及ぼす放射線の影響を謂べるに当

つての基礎的念資料として，照射時の発生段

階・線量と静化率との関係を 1976~1978

年に調べた。材料としてはイエオニグモ

Neoscona nauticaを用いた。

イエオニグモの卵は少量のセメント物質で

か互にゆるく接着し卵塊を形づ〈っている。

とのような場合は卵塊をくずすととκよる解

化率の低下が懸念されたので，をず卵襲どと

照射するととを試みた。線源はコパJレト (r 
線).線量は 0，200，300，400，500

rad. 照射時の発生段階は卵割期・飽控室拐期

.胞阪後期.ij壬盤期・前目玉帯期・匪帯期の 6

段階。被検卵嚢は合計 84個。その結果，卵

割期照射の勝化率は 200radでは 9.1・10.0

・23.3・97.5係とバラツキが大きし線量を

増ナKつれとのバラツキ幅は小さくかっ低率

と念丸 500rad では 0~6.5 %の鵠K収束

した。照射時の発生段階が進むKつれ，解化

率のバラツキ揺のどークは高線量1l!UKずれ，

同時κ全体的に鮮化率は高ま]?，日杢盤期以後

は 300rad以下では務化芸名の法下はみられず，

500 radでは解化窓Kバラツキが多少みられ

たが，前座帯患には 70S香前後に蕃着いた。

をた併ぜて行なった別の観察でs イエオニ

グそについては卵塊を損しても織さ左くても

5-

1際化2容に有為左差が認められ左いととがわか

ったので，次に卵塊をくす、して 5群に分け，

それぞれX線を 0，200，500，1000，

2000R照射することにした。照射時の発生

段階は妊盤期・第二次肥厚期・前脹帯期・佐

平存期・付属政原基出現期・隆反転中期・緩反

転後期・怪反転完了期・心縛期の 9段階，被

検卵重量は合計 58個。その結果，放射線の感

受性は佐帯期まではほとんど変らず 500R

で解化率は低下し. 1000Rで静化率O係で

あった。付属肢出現期から怪反転中期Kかけ

て-11感受性は高ま ]?(500Rで1際化防ず).

その後再び感受性は低下し.!:l:E反転完了期・

心樽期で1際化率が低下するのは 1000Rで，

2000Rではそれぞれ 0"-'50%穏度.16

~72%が解化した白。

これら二つの実験からクモ径の放射線感受

性は発生の遂行と共Vζ低下ナるが，付属肢原

期出務期[ζ一度高まることが明らかに左った。

また，胞匪期までは卵嚢ごとに感受性が著る

しく異念るが，とれば核分裂の王寺時性のみら

れる時期と一致する O 廃盤期以前の照射では

非静化卵は懸盤様権迭を形成したままで発生

が停止していた。 1際化は非照射卵に比べてが

くれるととは主主かった。 ij査態語以後の照射で

はいろいろな段階での発生停止がみられ， 座

長転ゃに税分化したと考えられる併もあった。

鮮化直前のまま鮮化しないものもあ九非照

射にくらべ罪符化にかくれがみられた。
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へピトンボのJflS譲葉形成と涯帯形成

一一幸

船
問

習学

寄

〈

ヘピトンボの外部形態から見え発生階梯に

関レて演者は本会 (1977)や「昆虫j

4 7巻(1 979 )ですでに報告した。今回

は区豊建築と隆替の形成について観察給条を報

告するo

分割細胞数の推定 ヘピトンボの怪盤葉

謡胞の数は多ししかも核が小さいのでその

個数を直接数えるととは悶難であるのしかし

その分布は卵全体に豆って一様あゐいはラン

ダムであるとみ念されたので，近似の卵モデ

J レ一両端K同径の半球がついた円筒ーを想定

し 1切片に数えられる細胞数から全!1s表面

Kある細胞数を求める関係正むをそれぞれ横断

切片の場合と縦断切片の場合Kついて作り，

1 0~20 の拾出切片から緩盤葉〈卵表〕の総細

胞数を推定した。卵黄細胞数は直接数えられ

たが，同様の関係式を作って同様11:推定した

ところ笑識経と可な主よく一致したので，や

はbランダムK分布するととが示唆された。

怪費量糞形成 卵割期の表層原形質は甚だ

少乏しその厚さは分説締抱核の直径よ主は

るかに薄い。卵表K到達ナる分割細胞の細胞

質も乏しいので，経盤葉細胞の細胞質は貧弱

である。 n杢盤棄の形成は渡!1s後 1民主幹から始

'I J?，約半日聞な要する O 観察された卵のう

ち最も竿期にあったものは卵表11:381，卵

黄内11:161の分割細胞をもっていた。第9

分割終了時である。最も晩期にあったものはそ

れぞれ4335，484でるった。これは第12分

割終了時である。観察された卵はナベてこの

両者の範囲にあJ?，中聞に 2群，則ち第 10，

-6-

第 11分割期のものがるった。したがって，分

割細胞が卵表に到達してから脹盤棄が匪域と

匪外域K分化するまでに 3回の分割が起とる

とみられる。結胞稜の大きさは早期で直径

1 0μm，次第K小さく念り晩期で5μmで

あった。との変化は卵黄細胞K拾いても同様

であった。

眼帯形成 匪域と臨外域の分化は産卵2

日後に起とる O ζのとき座外域限盤葉の細胞

数が著しく減少していることから初期経帯は

底擦葉細胞が目玉城11:凝集して作られるとみら

れる。匹域の細抱は柱状で密集し，座外域の

細胞は属平で粗に分布する。Iff袴には早くか

ら原頭葉と原胴域が区別され，原胴域11:は碕

~U板とl=þ板が組織学的に区別される。肉薄は

原網域で中板が両側板の内面K沿ってスライ

ドナる(両~Ij板は中板の外側K沿って正中線

κ侮って移動する〉ととによって作られる。

内層細胞はその後分裂して増殖する。しかし

原腕域後端，即ち腹部原基にかいては内扇形

成のパターンが異る。ととでは正中線に沿っ

て深い陥入が初めから現れる。とれが内層原

基であるo -:またことでは後部羊膜摺も同時に

形成されるので，腹部は原基の伸長とともに

側板(外層).内層，学膜が初めから所悲の

位置に遣うって形成されていしその後各部分

で細胞の増殖が起とるo経全域に亘って増殖

した内層細胞の一部は卵黄内K移動し，二次

卵黄鰻胞となる。
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ヒロコパネのJA子発生

小林幸正

〈埼玉窪科大学生物学研究室)

j鱗麹§の2奈子発生についてはカイコ等を中

心VC:駿富な知見が得られている。しかしとの

呂のやで最も原始的念コバネガ亜呂 CZeuglo-

ptera)の座子発生は会〈知られていない。演

者はとの亜ElVC属するヒロコパネNeomicro-

pteryx rlI押 onensisの妊子発生を観察中で

あるが，今回は本種の佐原基本~. .1;:び陸予膜の

形成について興味るる知見治吟等られたので報

告する。左:lô~.卵は長径約 O. 3 5帆短径約

0.3 2嬬のほぼ楕円体で，幼虫の食浮である

ジャゴクの表面VCl念いし 2倒ずつ産下され

る。卵期間は約 23"C下で 13日間である。

1. 経盤葉形成 際盤棄は君主下約24時間

後K完成するo細胞の背は低し卵全域でほ

ぼ一様ま厚さで，部主会による形態的差は左い。

一次(1)卵黄細胞が認められるO

Z 腹板分化 約 28時間後，卵緩f郊の緯

胞は肥厚し，腹板が分化し始める。腹板はや

がて磁径約 15 0 μ mの小円板形に凝集し，

その後半部分が後縁花粉って卵黄中に陥入し

始める。

3. s主原基形成 賂入認の底が卵のほほ中

心V亡迭する頃，陥入悶は閉じ腹板は袋状の

佐原義になるo 総入CIの閉鎖と共に卵黄は

7 

5杢外域紹総層〈媛摸原基)で完全κ被われる G

やがて目玉原基は卵黄中K沈んだま-:1:ほぼL字

形K折れ強った形で長さを増す。とれに伴い

経原基の卵表例iの細胞層は扇平化い将来羊

膜に分化し，反対に内側の細胞層から腔帯が

形成される。

4. s杢帯形成 約48時間後，舵帯の前 3

分の 1程の携にくびれが主主じ. Jj支援棄と原j日露

械の区別ができる。同時κ，それまで完全VC

焚卵中κ沈んでいた震は頭棄の部分から次第

κ卵表K現われてくる。しかし原胴域は引続

き卵黄中で著しく長さを増すため，佐全体が

卵表に現われるのは経子反転顛直前(7 B El 
)であるo

以上の観察で特に注呂ずべき点試本種の

J!f原基沿よび妊子膜が腹板の著しい陥入K伴

って形成されることである。とれは二門室長尽

で一般κ知られているものとは根本的に呉念

丸単門H.t目のコウモリガEndoclyta excre-

scensや毛麹自のヒグナガカヲトピクラ

S tenopsyche gri se ipennisの場合とよく似る。

とのよう左発生学上の知見は原始的鱗麹尽

と毛麹闘との系統関係を考察する際の極めて

重要念事実と思われる。
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家益性モザイクの尖端 細 絡 に つ い て

玉、沢李

(北海道大学・農学部附属農場〕

家主後生類巣尖立濃縮砲の発生学的諮療につい

は多くの報告があるが，とれを総括ナると，

{a}引螺細胞よ b分化して生じたもの

(Grunberg.1903 外出. 1909; Miy， 
1959念ど λ(b)生荊巣皮膜細胞から分化し

て生じたもの〈町田， 1922 須 1964)

の2説に大別される。をた，この細胞の存夜

意義については， Grunberg(1903)，外山

(1909)会よび町田(1922)ら比精巣尖主義

細胞は一種の支持細胞で，生殖細胞に対する

養分供給作用を行左うが，卵巣尖端細胞は終

生無機能でるるという。議員 (1964)は家蚤

精巣の組織化学的検索陀よって，精巣尖端細

鞄は幼若精原細胞の分裂増殖に対ナる栄養供

給細胞であると報告している。著者は人為的

性モザイク蚕の生殖巣を組織学的に観察して，

卵巣に精巣尖端組泡〈以後裁選と絡記)，ま

た精巣V亡卵巣尖端細胞(以後雌裂と略記〉を

見出した。そとで，性モザイク蚕の生殖巣を

3齢鰐蚕から組織学的に緩察してa 尖端紹織

の形態的分化なよび機能について検討した。

3齢起蚕のそザイク生嫡巣で，ずでに雌製

尖端締結と幾重器尖端組織の混在が認められた。

その後発育経過に伴い，雌型から雄2裂に転換

-8-

したと患われる現象は確認されなかった。性

モザイク宝訟の生殖巣比発現ナる雌型がよび雄

製尖端細胞の形態的分化は 3齢期以前で 3

齢期以後形態的変化は起ら乏いものと思われ

るo

外務形態が完全友精巣で，その各精霊撃の尖

端細胞は全部錐裂を呈するが，精室内κは 1

{閲の雌生殖細胞も認められず雄生瀬細胞のみ

が観察された。また皮対K卵巣小菅の蕊端部

と卵管梢端部V亡雄型尖端細胞を確認した。さ

らVl:， 1つの精室Vl:I雄型と雄製の尖端細胞の

併存するものも確認した。

以上の結果から，尖端細胞の発生起原はa

従来いわれている如く，生殖燦細胞あるいは

生策巣皮膜縮抱から分化するものでましJ.llj

の独自の発生起原Kよるととが示唆された。

杭，そがけ生殖巣の各ノj、砲にいザ1の型の尖端

細胞が存在しても，小胞内の雄生殖細胞は正

常に発達し精子束を形成して本i']J ，正常の精

巣のそれと形態的には差異は認められない。

との現象から，雌型尖端細胞が雄型とl可じ機

能を有するように思われる。との点K関して

は，今後，さらに綴織化学的に検索して現確

κしたい。
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数種の Tanypodinae(Diptera， Chironomidae)昆虫盛発伎の比較研究

一一特iこ弛む議科および双 富む他む科との比較

矢島英雄・鈴木敦子

(茨城大学・理学部・生物〕

Chironomid品e中の Sub.fam・

Tanypodinae lt?:M還する昆虫比一般に科内

で最も下等といわれ， Fittkau('62)はと

れよ'tSub.fam・Orthocladiinae，
Sub ・fam. Ch i r onomi dae毘t虫が進化した

との考えを示している。

Tanypodina阜の怪発生の記載は 191

VCHasper VCよbなされ， Chironomusと

の比較にかいて，それよ b極細胞形成期が遅

いとと，室員摺ゑ将成されるとの楚のあるとと

を述べている。

今聞の研究では，上に述べた発生様式が

Tanypodinaeの多くの種類で共通して見ら

れるかどうか，その発生様式を偽の亜科や双

麹自の他の科のそれと比較するととによん

系統関係を類推するととが可能かどうかを線

認する箆的で行われた。

材料として茨城大学構内で採集された 6

が用いられたが，とれらは三つの族K分けら

れ系統関係が亜科内では互いに速いものを含

む。観察は形態形成運動を中心VC，光学クン

ピ鏡・クンビ鏡映溺織影等の方法により行わ

れた。

結祭今毘選ばれた材料は互いに系統欝係

が遠いにも係らず，匪発生様式は殆ど一定で

あることが判った。即ち『極細胞は核移動期

近くで形成される。頭稽形成が膝帯形成燃の

拐識に認められるとと， Katatrepsisの初

めに卵内容が長軸の周.TVC1800 回転する』

といった内容で，この様式はHasperの報告し

たものとも一致する。然しながら，とれは，

既に報告されているOrthocladiinae 

CSmi ttia : Kallboff & Sande r， '68)， 
Chi ronominae (Chironomus :Weismann， 
1863 ; Hasp告r，'11)のそれと寵輝総形成

期が後のグループでは早い，脹櫛形成早期K

も卵内容が 1800 回転ずる，頭楕形成治組め

られないといった点で異念る。むしろ

Tanypodinaeのそれは， CulicidaeCIdris， 

'60 ;Davis， '67)なよびChaoboridae

CYajima， Unpublished)のそれと様細

胞形成第，霊長橋形成がまうるとこと等で、共通点を

持つ。然し念がらTanypodinaeはこれらの

グループと極細胞の匪内への取b込み時期が

底鍍葉期であ.t.前者では膝帯完成以後であ

ると言う点で護が認められる。との事犯麗し

では Tanypod i n aeは他の麗科と共通ナる。

以上の結果をF・Hkauの示し記亜科聞の分

化の問題と考え合わすと a 設ず進fとの王手い時

期VCCh i ronomi da告全体がCuli cidae-

Chaoboridaeグループから分れa すぐ

Tanypodinaeが分化し，やがてOrtho-

cladiinaeやChironomi設ae;O'分れたと考

えられるかも知れぬ0

1また，双麹自他の科との関係を考えると，

極細胞形成も見られず，室長綴形成もs 回転運

動も認められぬPsichodidaeが原始的なタ

イプで次いでSimuliidaeの様左頭摺形成

をぜず回転運動を一回行なうグループが分れ，

その後九 Chironomida母， Culicidae-

Chaoboridaeが分岐し，とれより

Cyclorhaphaが分れたと考えられる。この

Cyclorhaphaの分れ方はFdwards('25)

の考えに一致するがa 瓦告nnig('68)ベテ

-9-

羽市ite('49)はCyclorhaphaの先祖はキ

ノコバエの仲間を考え，上のそれと一致しな

い。然し後の研究者の考え方はs キノコバヱ

に泣いタマパエ等が全く Cyclorhaphaのそ

れと異る発生様式を示ナ CWolf，'69)と言

う結果と一致しない。



1NDUCTION OF A SEM工LUNAIミRHYTH滋 BYS1MULATEDおOONLIGHTCYCLES 

Masayuki SAIGUSA 

Departm令ntof Zoology， Faculty of Science， Kyoto University 

Se-6aJtma ha立m正ttoeh立.{.Jt is a lan弓 crabinhabiting lowland valleys 

near the sea. Females show'a semilunar rhythm of zoea-release. 1t 

was experim令ntallyexamined what sort of environmental stimuli or 

zeitgebers induce a semilunar rhythm. When ovigerous females 

collect.βd from the field were kept under a 24-h LD only， they 

showed a semilunar rhythm of incubation and zoea由主eleaseparallel-

ing with the natural luれarmonth. This may be regarded as a free-

running semilunar 'rhythm controlled by an endogenous semilunar 

clos記. On the other hand， when males and females were simulta-

neously exposed to a 24四 h LD and artificial moonlight， a semilunar 

rhythm was shifted about 1 week in relation to the natural lunar 

month by the influence of the artificial moonlight zeitgeber. 1n 

conclusion， a phase relationship between LD and moonlight is a 

function of a zeitgeber of a semilunar rhythm. 

HYBI主主DSOBTA1NED FROM THE ARTIFIC工ALINSEMINATION AMONG FOUR 

SPECIES OF THE HORSESHOE CRABS 

Koichi SEKIGUC廷1and Hiroaki SUGITA 

Institute of Biological Sciences， The University of Tsukuba 

To make clear the phylogenic system of the forseshoe crab， 

which is 王 .phylogeneticrelic符，ぞxperimentalhybridization bet叫

ween different species of the forseshoe crabs was carried ou七.

The hybrids of了achlJpte.仏-6 tJtÆd 立 n.tatu~ 阜 x Ca，!1.c.An.O-6c.o花pA.U.6Jr.otun叫

di.c.auda♂ and the reciprocal cross grew into swimming larvae. 

τ gAgM 草 x τー tJr.i.d 在比tatu.~ ♂ hybrids grew into swimming larvae 

-10-



but the reciprocal hybrids did not develop beyond the blastula 

stage. The development of interspecific hybrids between T. g~ga~ 

and C. kotundAeauda stopped also at blastula stage. 1n the case 

of hybridization between the American species， L~mμtu~ potlJ ph e.mu~ ， 

and three Asian species， the inseminated eggs did not show any 

sign of development. 

From the developmental capacity of hybrids it was indicated 

that the American horseshoe crab is distantly isolated from the 

Asian horsehoe crabs and that the Asian horseshoe crabs are 

closely related to each other， nevertheless they are classified 

into two genera. 

THE EFFECT OF A GLUTAM1NE ANALOGUE "AZASER1NE" ON THE 

DEVELOPMENT OF THE HORSESHOE CRAB 

Tomio 1TOW and Kiyomi SA1TO 

Department of Biology， Faculty of Education， Shizuoka University 

Embryos of the horseshoe crab were treated with azaserine 

for purpose of analyzing the resulting monsters to understand 

the mechanism of morphogenesis. 

By the treatment， the embryonic area was separated into 

anterior and posterior part at the 2nd prosomal segment. This 

malformation was produced at the highest rate by the treatment 

for 24 hours with 25 pg/ml azaserine at the stage of appearance 

of germ disc. 

Glutamine perfectly repressed the action of azaserin. Thus， 

it is possible that azaserine induced these monsters through 

blocking a metabolic pathway in which glutamine is involved. 

1n 昌ddition some inhibitors to DNA synthesis and cell divi-

sion also produced the similar type of monsters. The cell divi-

-11 



sions were stopped in the azaserine-treated embryos. From these 

and the other results， we assume that azaserine may produce 

thes旬 monsters in horseshoe crab due tQ its inhibitory effect on 

DNA synthesis. 

The separation of embryonic area caused by azaserine may be 

an indication that an important event in determination of body 

axis takes p工aceat the stage when the separated embryos are 

most effectively induced. 

STRUCTURES OF ADULT OVARY IN THE VIVIPAROUS SCORP工ON，L10CHELES 

AUSTRALASIAE 

Toshiki MAKIOKA 

Shimoda Marine Research Center， The University of Tsukuba 

The ovary consists of three longitudinal and three transverse 

ovarian tubes constructing a rough network in the mesosomal abdo由

men amohg lobes of the mid gut gland. Two types of epithelia， a 

single inner and a stratified outer layer， occurring on each side 

of the basement membrane constitute the ovarian wall. The oocytes 

and the interstitial cells make their appearance along the ventro-

宮!edianaxis of the inner layer; they develop to form egg fol1icles， 

and the egg fol1icles protrude into the body cavity， connected 

with respective stalks to the ovarian wall. Two layers of the 

stalk wall originate from the epithelium of the ovarian wall. 10 

a gestation period， the inner layer deposits a lot of oil in itself 

which is consumed by the early embryos. The outer layer differen-

tiates into a strong embryo-sheath and， at the top of the stalkfi， 

into a specialized suckingapparatus nurishing the embryos at later 

stages. 

-12-



RADIATION EFFECTS ON THE EMBRYONIC DEVELOPMENT OF SPIDER， 

NEOSCONA NAUTICA (L.KOCH)， ESPECIALLY ON T日E沼ATCHABILITY

1) ('I......，:~.: l¥A1¥m t"'Y1JIAr¥mI"¥2) P.:.:......l.-..: COUT'f¥lT.1'7¥T3) rn~\'...... r. r'¥U}"TTCUT4) Akio KONDO~I f Seiji MATSUMOTO~/ ， Eiichi SHINKAI~/ ， Takeo OHNISHI 

and Masahisa ORI 
5) 

Akio KOND0
1
) I Seiji MATSUMOT02)， Eiichi SHINKAI3)， Takeo OHNISHI4) 

and Masahisa ORI5) 

1) Department of Bio10gy， Facu1ty of Science， Toho University， 

2) Department of Bio10gy， Pre岬 Medica1 Section， Kyorin university 

3) Kokubunji-shi， Tokyo 

4) Department of parasito10gy， Schoo1 of Medicine， Yokohama 

University 

Re1ationships between radiation dose and hatchability were 

examined with a spider， N~o4eo此αnαut-teα(L. KOCH)， as a basa1 

study of radiation effects on theをmbryonicdevelopment of spiders. 

Tota1 1etha1 dose shifted from 500 rad at the stage of c1eavage 

to 1，000 rad at the stage of appearence of cumu工usposterior. 

The total 1ethal dose temporarily decreased back to 500 rad 

during th~ stages from appearence of button明 li註eprimordia of 

appendag曜雪辱 to middle embryonic reversion， then it increased 

gradual1y Up to 2，000 rad by completion of embryonic reversion. 

The sensitivity to radiation varied with the egg cocoon during 

the c1eavag~ stage when mitosis was synchronous. Most of non-

hatched embryos irradiated by gamma ray before the stage of 

germdisc formation deve10ped to form germdisc叫 likestructure， 

then stopped deve10pment. Delay in time of hatching was observed 

in eggs irradiated at later stages. 

--13-



BLASTODERM AND GERM BAND FORMATION IN PROTOHERMES GRANVlS 

THUNBERG (MEGALOPTERA， CORYDALIDAE) 

Kozo MIYAKAWA 

Gakushuin託ighSchoo1 

Periplasm is very poorly developed structure in PJtotoh邑Jtm<?_-6

eggs. After the 9th cleavage that takes place a day and a half 

after oviposition the nuclei penetrated into the peripla~m to 

form the blastoderm. During the fol1owing ha1f day 3 morを

cleavages occurred: and the blastoderm ce11s counted 4335， and 

the yolk ce11s， 484 in one example吻 Thegerm band appeared 2 aays 

after oviposition. ~his seems to be formed by migration of the 

blastoderm ce11s into the embryonic area， since the cells io 

the extraembryonic area were reduced in number. The germ band， 

from the beginning， showed the defferentiation of protocepha1on 

and protocorm. The innerlayer formation was most1y of over-

growth-type， but of invaginationザ type in the posterior region 

of the protocorm. 

EMBRYOLOGY OF THE PRIMITIVE MOTH， N王OMIC史OPTERYXNIPPONεNSlS 

Yukimasa KOBAYASHI 

Laboratory of Bio10gy， Saitama Medica1 Schoo1 

Formation of the germ rudiment and embryonic envelopes in 

Nε om~e Jt opteJt qx n~pponen-6~~ was observed. Germ disc was sma11 and 

circu1ar when it was formed. Its posterior ha1f invaginated deep1y 

into the yolk auring anatrepsis. When the bottom of the germ rudi-

ment or the invaginated germ disc reached near the center of the 

egg， the all margins of the germ ruaiment Were pursed up and the 

resulting sac-like germ rudiment separated from the presumptive 
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serosa. The sac-like germ rudiment then became concaved at the 

bottom to change into a shape giving a crescent sagittal section. 

The outer layer of the crescent represents the presumptive amnion 

and the inner is the future germ band. As development proceeded， 

the germ rudiment increased in length to malくea germ band. Mean叫

while the presumptive amnion become thinnet， and finally developed 

into the definitive amnion. 

This type of germ band formation is fundamentally、 different

from that of ditrysian Lepidoptera， but similar to those of the 

primitive moth， Endoety~a 邑χc Jt e .ð c 邑 n~ ， and the caddisfly， S~eno

p.dyehe. gJtu巴A.penn.u.

STUDIES ON THE APICAL CELLS IN GYNANDROMORPHS OF THE SILKWORM， 

BOMBY X MO需1L. 

S. TAMAZAWA 

Agricultural Experiment Farm， Faculty of Agriculture， Hokkaido 

University， Sapporo 

In hope of understanding their origin， the embryonic devel山

opment of male and female germ cells and gonadal apical cells 

was $tudied inヲynandromorphs.

Even in a single gonad in some qynandromorphs， male and female 

cell欝 werefound to co-exist. Female apical cells were located 

in testicular follicles in four testes. On the other hand male 

apic轟1cells were observed to occupy a proximal part of an ovari冊

。lein one example and a terminal part of an oviduct in the other 

example. These observation may suggest that the apical cells 

were d~rived neither from primordial germ cells nor from a part 

of the capsula lobuli. Some other original cells may have to be 

tracked down. 
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A COMPARATIVE STUDY OF EMBRYONIC DEVELOPMENT IN SOME SPECIES 

OF TANYPODINAE (DIPTERA， CHIRONOMIDAE) WITH REFERENCE TO THE 

EMBRYOLOGY OF OTHER DIPTERAN 

Hideo YAJIMA and Atsuko SUZUKI 

Departmen七 ofBiology， Ibaraki university 

Embryonic development of six species of Tanypodinae was exam叩

ined to compare it with that of Chironominae and Orthocladiinae 

as well as th昌tof other families of Diptera. 

Aユ1the exarnined species showed almost the same pattern of 

embryonic development; that is， the pole cel1s appeared at a late 

pre四 migration stage and the formation of cephalic furrow occured， 

and the egg constituents rotated around the longest egg axis only 

once at an early katatreptic stage. This pattern almost coincides 

with that of culicids and chaoborids and differs from that of 

Orthocladiinae and Chironominae. Since the sys七ematicsof Chironom-

inae based on larval， pupal and adult characters indicates a close 

phylogenetic relationship between Tanypodinae and Chironominae and 

Orthocladiinae， in which Tanypodinae is the most primitive group， 

it may be concluded that an early split is postulated between 

Chironomidae and Culicidea-Chaoboridae-group and then Tanypodinae 

is separated from the rest of Chironomids at an early step. 

一 時一



会記

第 14回談話会

例年5月K開催している談話会が，幹事の

都合等Kよb再度の延期と左 b遂に年の瀬K

~ってしまった。しかも当日が動物学会関東

支部と筑波大学との共催の「生命科学シンポ

ジウムJと重在ったため，筑波大学の方々 K

多大の御迷惑をかかけした。また会場，会期

の関係で恒例の一泊ができず"討論，シンポ

ジウムを重視する"会の趣旨からも甚だ遺憾

であった。しかし，久し振りに丘先生の御参

加もいた Yき，とのような限られた条件下と

してはそれ相当に講演， シンポジウムとも実

があったとと h信ずる。

総会

議長 大木健市氏

議題 1. 次期開催地の件

2. 国際昆虫学会議の件

3. 図書出版の件

4. その他

一 17-

開催地 東京都千代田区九段私学会館

期日 昭和 53年 12月9日

1. 今回はよ記のように当初の予定が大きく

変更されてしまったので，来年度あらため

てはじめの予定通 b開催したい(後閑)。

場所 東京農業大学厚木農場

期日 昭和 54年 5月中~下匂

2. 1 9 8 0年に日本で開催される第 16回

国際見虫学会議に関して安藤氏よ b

Section， Chairman， Organizer， 

Topics等について報告があった。

3. 本会が来年第 15回を迎えるので，と

の機会に本会として是非発生，形態学に関

する本を出したい。それについては適当な

方に編集委員K念って頂き推進したい"と

いう提案が安藤よりなされた。

4. 今回の講演要旨印刷は次回の分と一緒に

したい。

(後閑記)



第15密講演要旨

昆虫の表皮のための電子顕微鏡技術

佐藤 茂

(日医大・電顕)

↓ 

Bufferでよ〈洗う

↓ 

オスミック緩密定

↓ 

以下常法K従ってエポン 812V<:告主主

(光顕用プレパラート作製は 10%ホルマリ

ンで菌定し?と後，との薬品で処理する)

結果:チオグJルレコ一ス酸アンモニウムで処

E現獲した試料は光顕主於示よび電顕用の切片作

容易κなる。昆虫の表皮の超微形態、的な研究

v<:ないでとの方法はかかせないものとなろう。

また，この薬品による artetactは考えない

でよいと思われる。

見虫の表皮は固<.光顕治よび電顕用試料

作裂が難しめ。演者は表皮を軟化すれ誌軟組

織と同様K超簿切片を作製できるのではない

かと考えた。表皮を軟化する薬品としてはチ

オグルコース駿アンモニウム・ HSCH2COONH4 

を使用した。との薬品はパーマネントの際に

髪の毛を軟化するのK使用されているもので

ある。

方法: (材料としては Blattellaliturico-

11 isを用いた〕

2.59品グJレターJレア jレデ、ヒド盟主主

↓ 

Buff位Tでよく洗う

↓ 

チオグノレコーヌ酸アンモニコウム (30分〉

(東農大・昆)

〈筑波大・生)

〈筑波大・生〕

〔三重大・水〕

〈東農大・昆〕

〈名大・教・生)

〈農林水・蚕試〉

(日医大・中央電顕室)

〈筑波大ー生〕

(東邦大・理 e生〕

〈筑波大・生〕

(北大・農・主主)

〈加納高〉

(筑波大・生)

〈茨大 e 王室・生〕

(東邦大@理・生)

〈科博・動)

〈東邦大・理・生〕

行

子

治

市

樹

茂

明

夫

弘

久

雄

男

根

野

正

輝

英

幸

柄

久

孝

雄

益

茂

秀

健

良

晃

J信

島

木

白

石

島

木

擬

藤

口

国

木

沢

中

木

直

田

口

崎

辺

仁

岡

大

関

大

大

佐

関

下

鈴

一

全

国

露

矢

山

山

渡
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(A B C I1鼠〉

(筑波大・菅平実セ)

(筑波大・生〉

(東農大・昆〕

〈筑波大・生〕

(学習院〉

〈東京都〕

(名大 e教・生〉

(筑波大・生)

〈学萎大@生〉

(東邦大。理・生〕

〈東農大・昆〕

(筑波大・臨海爽セ)

(筑波大・生〕

(襖島大・教・生〕

〈え若手大・農〕

c学習院〉

(闘立高)

〈予研〉

36名

裕

子

夫

失

子

生

率
J

努

夫

夫

樹

郊

夫

郎

一

一

一

郎

子

出

一

一

一

呂

昭

幹

俊

龍

守

慶

幸

光

玲

洋

暢

和

尽

幸

参会者

安

布

後

芳

林

細湖

岩井)11
本

野

藤

木

岡

田

崎

川

村

村

藤

施

璃

賀

ヰヒ

J1I 

牧

町

松

宮

窓

中

市

T



第15回講演要旨

イシノミ匹の外部観察{昆虫綱，総尾目}

(Il r+-> -= .."，...(2) 
町田龍一郎 ・安藤 裕

( (Il筑波大学生物科学研究科・ (2)筑波大学管平高原実験センター)

イシノミは総尾自に属する無麹昆虫で，下

等な有麹昆虫類の祖先型が持っていたと考え

られる多くの原的な特徴を有している。 今

回，その座子発生を，特に頭部 3顎節・胸部

体節・腹部体節の相向性に留意して，外部観

察したので報告する。

1. 頭部 3顎節背板は頭函後域を形成する。

2. 小胸、・下層付属肢は，胸部付属肢同様，

底節 (coxopodite)と端肢節(te lopodi te ) 

K分かたれる。小腺・下顎にないて，

雪量が端肢節であ t，それ以外の部分が底

節である。 そして，小限・下属の底節

各部分の対応は，それぞれ，小腺での震

基(pa:Ipifer)・外東galea)・内葉

( lacinia)・蝶鮫節(stipes)・軸節

( cardo)とa 下属での髪基 (palpiger)

・副舌(paraglossa)・中舌(glossa)・

前基板(prementurn)・後基板

( postmentum)と考えられる。

3. 大腿震は他の昆虫同様，発生過程を通じ

て存在ぜず，大腰、全体が小限、・下底の底

節K対応すると考えられる。

4. 下属後基板の形成K腹板は参加しない。

5. 腹部付属肢は，下記の様K形成され，胸

部の付属肢と相同と考えられる。

~20 

第 1節側脚(陸子期のみ)と腹胞(幼

虫期と成虫期のみ)。

第 2一7節腹刺と腹胞。

第 8・9節腹刺。

第10節発達せず，板状とな b側腹板と

しての性格で存在する可能性が

ある。

第11節尾毛。

6. 第 1-9腹節付属肢はa 一時的にでもぜ

よ二叉的構造を示す。 外方軸は，第 1

節で側脚，第 2-9節で腹刺で，それぞ

れ相同と考えられる。 内方軸は，第 1

-7節で腹胞・第 8， 9節では座子期に

退化するが，それぞれ，同じく相同と考

えられる。

7. 第 1-9・11腹節付属肢基部は，板状K

広がb腹面を覆い，胸節の側板(=亜基

節〕に対応すると考えられる。第 1-9 

節では， ζの部分は基節板に分化する。

8 基節板の形成により a 第 1-9腹節腹板

は各体節とも 2枚の三角形状の小板とし

て存在するのみとなるo第11節腹板は，

付属肢(尾毛)基部の拡大によ b消失す

るか，存在するにしても側腹板として僅

かに残存するに過ぎないと考えられる。



第四回講演要旨

ガロアムシの発生について

(!l EC "" _ "ー(2)安藤 裕・長島孝

((l)筑波大菅平センター・ (2)東農大昆虫)

崎玉県秩父，群馬県議積，長野県横川峡な

どで採集した成虫を研究室内で飼育，採卵し

た。ことでは紙簡の都合もあり，発生の時間

的結晶のみを述べる。卵は 10~120Cで保

った。

卵は黒色，長径約 1.6，短径 0.75mmの構

内体。 tir~前極K8~1 0の卵門が存在する。

(!)産卵鼠後，卵前極寄bの卵表で成熟分裂

f象が認められる〈密 1) 0 (2)卵欝s 経盤葉

形成は産下後 20日自頃までに行なわれる。

卵割核の卵表への裂逮は，害容前半で王手い。

一次卵黄核が存在(図 2) 0 (3) 3 0 ~ 4 0 

B頃， tifJ後極に小主主将裂の経幾分化(~3 )。

(4) 6 0日頃a 阪換は早期の腔帯へと発生(

密 4) 0 (5) 7 0 B演，阪帝のき告と与が体節化

(図 5) Q (6) 8 0日頃a 怪帯の前半が卵黄

ゃに沈む〈函 6)0(7)90B頃，涯は完全

3 

V亡卵黄中tて沈むa 体節化がi緩み，各附属肢

原基が形成され，尾部は前方へ屈強(国7)。

(811 0 0臼頃，日杢の形態形成進むa 卵後極の

策膜細胞群はレンズ状に肥厚(図 8) 0 (9) 

110日頃， 日杢反転〈図 9)。同120臼

頃，背部閉鎖進行(図10)。ω130日頃，

背部閉鎖ほ椛完了，器官形成が急速に進む

(図11)。仰 140日頃，肢は 1齢幼虫の

形態と左る。間 150S頃 1齢幼虫は完

成しa 間も没 o際化を迎える(図12)。

以上が発生の待需経過のあらましであるが，

卵期が 1年あゐいはそれを越す場合もある。

との卵鰐のバラツキは年慣を通してダラダラ

と産卵が行左われるとととの関連が考えられ

るが.ti容体騒も含めg 現在のととろ議語、でき

ていない。

加Ibη司Z泣ode鴨 1句鵬E七of忽旦並並廻る益四盟思並立

1. 1 day， 2. 20 day町 3.30-40 day:J， 4. 60 days，九 70days. 6. 80 da;v町
7. 90 d守、 8.100 d符可 9・110days， 10. 120 day町 11.130 d母、 12.150 
4明 af七.er0均。尚.ion. A.訓話on;百.blas七odermjCE.山崎 end;E. ey句
:&'1'. egg tee七h;咽.gerrn band; HL. head lobe; GD. gerrn diskj KD. matura七ion
divisions; S. serosaj SDO. secondary dorsa1 orgen; 13.七hicker註ngof serosa; 
宝.yo1k: 
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アザミウマ卵マイセトムの行動

資和夫

(筑波大学生物科学系〕

アザミウマの座子発生については V.N.

Uljanin(1874 )の古典的ま仕事ふ最近行

なわれたA・Bournier(1966)の研究などが

ある。前者は穿孔亜ElTerebrantiaの恒lripS

physapusをトータJレで観最し，後者は有管亜

問日buliferaのCaudothripsbuffaiを切片

いる。とれらによってほぼ発生過程の

概要望は得られたものの，他の自の昆虫陀つい

ての発生学的知見にくらべれば緩めて不十分

念ものであるo

オオアザミウマの一種， Bactri-

dothrips brevitubusを使って塁王子発生を観

察中である。その詳細については仕事の遂行

令待って発表するとととし，現在1までに得ら

れた知見を予報的に報告し，あわぜてマイセ

トムと呼ばれる共生体の行動について紹介し

たい。

卵期は，産卵されたものでは約 120時間

(25'(:)である。しばしば側輸卵管内に卵

が滞緩し，卵B台生を行うが 1挙性発生はし念

ャ、。
夢野内はあきらかに認識できる形では存在し

ないが，前極寄り%の卵殻表面に多角形の実il

紋があ t，前の構造の中に卵門の canalが存

らしい。卵黄の量は多く， p日riplasm

はきわめて薄い。現在までpole閃 11や

polar granuleは観察できていない。版予は

immersed typeである。 廃子Jは極めて長(， 

綾部は 2つの flexure部を持つ，日奈子の反転

は鎮懇である。反転後s邑condarydorsal 

organが発達する。との katatrepsisの前後

で pleuropodiaが発達し， katatrepsis終了

後その分泌を終る。反転後rectum内壁κ5
倒の papillaeが発達する。 反転期vc策膜ク

チクラが形成される。反転後左mandibleは

右のそれにくらべて発達が著しし顕著主主非

対称性がつくられる。要罪主旨は認められ念い。

卵には常態として，かならず 2~匿のmycetom

がふ〈まれるoその 1つは posteriorpole 

近く vc位置し，他の 1つは卵軸に沿って

anterior pole 側U~Yaのととろκ存在する o

両者とも直径 14~16μm の球形で，外見的K

差は認められ念い。 ぞれの表面は凹凸K富む。

妊盤は posteriormycetom~付近K 形成さ

れ，やや百出翠し，卵黄中iモ絡入ずる。その際，

posterior碕 TC母tomはgermbandの後端?と

獲したまま，押しとげられるようにgerm

bandの成長ととも K前極に向って移動する。

やがて，それが叩teri or myce tomの位置K

達すると 2{闘のmycetomは合着し，同時に，

germ bandの後端から離れるogerm band 

の後部は，その位置で屈曲しa 第 1のflexure

部をつ〈る。合濁したrr耳rcetomは卵黄の流れ

淀乗って dorsalside VC移動し，やや縮少す

るとともに形が謹む。これは結局. dorsal 

closureととも VC，mid-官utVCと主込まれ，

野手化時には球状構造は消失する。その後Kつ

いては未だ追跡してい左い。

ζのmycetomが bacteriaであるかどうか，

また，その組長買や functionVCついても全〈

不明であるが，このよう念行動から考えて，

anatr号psisVCかける germbandの

orientation VC関係しているのかも知れない。
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キイロショウジョウパエにおける grandchi ldle日S型突然変異体 (gs(1)N26.
gs (1) N 441>の発生学的研究.初期臨子発生の異常

仁木雄三・岡田

〔筑波大学生物科学系)

極細胞及び生殖細胞形成にかける極細胞質

の役割を調べるため.キイロショウジョウパ

エでgrandchi1dless(gs)主連突然変異体を単

離・解析している。 gs型とは，母性効果によ

り子供の生殖細綴形成を臨饗する突然変異体

を言う。我々の単離した gs(I)N 26及び

gs (1)N 441は，瓶度感受性であ丸卵形成時

に温度感受性器がある。

gs (llN 26の窓付した卵の初期発生は，受

精核の介裂様式及び細胞質の動き K異常があ

る。核分裂の再譲位は失われa 卵後怒鎖反存

在する核の分裂が遅れ，核の卵表層への移動

も後極側が遅れる。支え核が直接，極細胞質

の存在する卵後極端へは弼遼し左い。核の後

極端への進入は，胞匪期を過ぎても鵡らない

か，胞膝期の柊了時期近くでs 後極燃辺に存

在する核が移動する。前者の場合には，後極

体細胞及び極細胞の形成は起ら左い。後者の

場合κ比極細胞の形成が阻害される。 18 

℃で繭予干した gs(llN 26では9 震付された卵

の初期発生Kがいて，核分裂及び細胞質の動

一司令 τと
生tt:口

はa ほほ正常通 ]?vとなる。後極体細胞形成の

臨饗は起らず，一部の膝子には，極細胞が形

成される。

gs (I)N 441の産付した卵の初期発生に名、い

ては， gs (I)N 26で見られた分裂核及び細胞

質の動きの異常は左い。体細胞形成の極警は

起ら左い。 gs(I)N 441を18.Cで飼育し産付

さぜた郊の初期経でも 25"Cで鰐脊し産付さ

せた卵の初期日主でもa 正常な極細胞形成は見

られ左い。ところがとれらの伍子を親にして，

生殖巣を謁べると， 18"Cで鶴苦手した母毅如

来の子供には， 7 0 %前後， 2 5 "cで飼育し

た母親由来の子供には 30%前後の子供に生

殖締胞が形成されている。抱経識の姪子をT

EM及びSEMで調べると，後緩体細胞の中

札正常念形態を保持した極穎粒及び極細胞

特有の nuclearbo々 を持つ鱈胞が存在するo

これらの細胞を持つ任予の割合は，各々の温

度Kなけるさむ頬細胞の形成されたノ、ヱの割合

とほぼ一致ずる。以上の事から，とれらの細

胞は，始原生殖細胞への分化能を保持してい

ると推定される O

カマキジむ著書母鰻癌にみられる08理 iophlicとSudanophilicgranules. 

大木健市・岩井川幸生

〈名大・教養〕

オオカマキリの卵形成ゃにかける脂質卵黄

形成花関して osmio戸ilicとsudanophilic

granulesなよびそれらκ関係深いと思われる

オルガネラがどのような消長を示ずかについ

て調べた。

卵細胞中にみられるオスミック酸Kより黒

染される穎詮Cosmi号phi1 i c granul間〕は量

小卵巣の先端部近くの極く若い卵母細胞には

館かに存在する。発湾初期の卵母細胞では，

この osmiophilic granulesの僅か主主増加は

みられるが，全体的にその数量は非常に少な

い。ノト卵巣後端近く(Zonemの終.!J)の卵母

細胞に主主って急lrC多数出現し始める。とれば

タンパク卵黄の蓄積が始まる直前で，染色体

が複糸患に入る療でるる。その後さらに急激

に増加し，タンパク卵黄とともlrC卵内に充満
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ずる(図参照〕。

Sudanophilic granulesは若い卵母細胞

(Zone 1からZonemの中程まで)では8暇胞の周辺

の卵細胞質中に存在いその後はtJ'i胞細胞に面

した corticalooplasm中に多くみられるo

p胞細胞中には osmiophilicなよび

sudanophi 1 icの両穎粒ともみあたらない。

ただt戸胞細胞の聞の間隙には， Zone N の時

期に限って sudanophilic;1物質が観察される。

卵母細胞中にみられるオノレガネラ陀ついて

は，若い卵母細胞で微少な lamella ted 

vesiclesがt戸胞細胞から移行ずる像をみたカL

とれが卵母細胞内でその後どのように発展し，

脂質形成K関与するかは明らかで左い。その

他のオノレガネラのうち， ミドコンドリアは若

い卵母細胞では小形で，小数のものが細胞質

中に散在するKすぎ左いが， osmiophilic 

granulesの急激な出現をみる時期になると，

核の周辺なよび corticalooplasm中陀多数

集中して現れる。とれらのミトコンドリアは

-24-

非常に長大で，複雑に分校したものである。

多〈の他の研究者の報告にみられる脂質卵黄

形成時のミトコンドリアの変形，集合，また

は rosette形成左どと対比して興味ある現象

であ札観察された osmiophilic辛子よび

sudanophilic granulesと関係あるように思

われる。

コりレジ体もまた多〈の報告によって，脂質

卵黄の形成と関係深いように言われている。

本研究Uてないても， しばしば細胞質中に散在

するととが確認された。 Zonenの卵母細胞

でその細胞質中K散在し， Zone mでは幾分そ

の大きさを増すところの小形の osmiophilic 

granulesは， とのゴノレジ体により形成され，

コソレジ小胞に貯えられた脂質の染色されたも

のであるかもしれ念い。またNath等の言う

L2bodiesの芯をなナTriglyceridesI'L当るか

もしれ友い。

(図説〕

脂質卵黄とタンパク卵黄の蓄

積が終ろうとしている卵母細

胞の osmiophilicgranules 

(X105) 
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紫外纏照射の乙シモンユスジブJChironomuS 恐amoensis撞 細 胞 の 発 生 に 及 iま

す襲警

矢重量英滋

〈茨城大ー理学部・さを物〕

とれまでユス守カ卵を患いてむ議結露形成

に演する研究はHasp号rC'll)の発生に伴ま

う極騒胞の形態変化の記載をしたものがるる

のみであ金書他0J;も虫に晃られるように聖書を

害経験的に処理し，これらの細胞の形成機構を

講べるといった研究は晃られまい。

ユスリカJ;isは殺が透明で各タ，橿細胞形成

総過がよびその後の発生の様子を生きた材料

で遺書君、出来，又，鮮化した幼虫も透明をので

その体内での生殖巣の有無がよび収容される

始原生殖鍛抱数を確認出来るという利点を持

つO

今回の研究ではこれらの利点を生かしつつ，

第一極紐賂分裂の各携になける紫外線照射に

よb生ずる傷害の様子の調査，傷害が外部κ
現われる時期までの組織像の観察，とこれら照

射佐より発生・ 1降化した幼虫V亡がける始原生

嫡細胞の状態・生被巣の発生の程度等が観察

調査された。

材料としてはヒシモンユスリカChirononn路

線 mo四 sis卵が用いられた。照射は線源とし

て 15W殺菌灯〈東芝〉を用い，線量測定は

殺菌線照度計(東芝)で行われた。照射方法

i必要罪塊より家出した郊を時計鼠夜入れ，重上

1 Ocmの?ヲ?に線源をセットして行われ，線量

率は 500号rgs/誠/secで，照射時開設 5f1~ 

合併ぬ範踏で行われた。この程度の線量〈最

45000ergs /m1fl)では卵主体部の発生K

は影響し念v.o

〔結果 )(1)題提体のくび言切られる蒋窮以

読む照射では接移動擦付近で4鱈抱までに分

裂した籍総体が崩壊すること。部和以後む

草寺惑の挺翠では議壌はまおがれるコ主主鱈fE!0

薮内への耳主主込みは寵止される。海外部に傷

警が現われる書官民核の染色性む器下書擾菜室

粒の分布美常，草寺;てはそのー務が卵主体都民

残る等の総織染色f象の異常が認められる。

(4)とれらの傷害をかこした蕊から務化した幼

虫では，線量の強弱によ 9.収容始原生殖細

胞数の減少した生璃巣形成，生菊巣形成の行

会われないもの等の異常が見られる。間とり

細胞数減少を指標としてs 線量効果関係を片

対数グラブの縦轄に組組数弘横軸Uζ線量を

取 b調べるとまず始めは線量の増加に伴;5:い

細胞数が指数函数的K急激するが，やがて変

化は緩やかとまる，つま長変化は二格的とな

るo (6) (5)の結果は卵を線源K対し特別κ配

置ぜず，極輝総体に影に走る部分を生ずると

とによると考え，特別に用意した容器内VC，

極細胞群が線源に向くようκ卵を並べ照射実

験を行まった結果，線量一効果訟線はー相変

化傾向を示すととが明かと念った。 (7)とれら

の傷害は光一回復処理Kよb良〈効果が臨復す

るが，崩壊を起す処獲では，それはまぬがれ

るが，それの取b込み阻止をまぬがれるとと

は出来まい。 (8)塁手、射を受けた卵よき静化した

幼虫で，始原生殖細胞数の減少するタースで，

収容された結胞の生殖組施への分化意告を見る

ため，とれらの幼虫よ担変殺した迭の精巣の

サイズを調査したが，これは鮮北時の締胞数

の多少に%j豆、することが暫ム少くとも生

横巣淀入った認胞は生殖鱈fE!へ分化母来ると

とが暫った。
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カ イ コ の 初 期 脹 形 成 過 程 の電顕観察

宮 慶 一 郎

(岩手大・農・応、見〕

カイコの分割後期から底帯，怪膜形成まで

の超微形態Kついて観察を行念った。供試材

料は ki系統から分離してくる正常卵〈休眠

性卵)及び大造(非休眠佳卵〉である。カイ

コの卵殺は電顕用器定液の速かな浸透を妨げ

るので，雷定の擦には卵を切断し，または卵

殻を除去した後VC./tスミツク寧単独，るるい

はグルタ Jレアルデヒト¥オスミック竣ニ主主盟

定を行君主った。

1. エネJレギド

分割核は卵黄球の間K細胞質塊に囲まれ

て存在ナるが， ミトコンドリアは細胞質塊の

周辺部に少数認められるにナぎず，細胞質の

大部分は発達した粗面小胞体で占められてい

るo エネルギドが卵の表j議部K接近すると，

ミトコンドリアの数が増加する。

2. エネルギドの表層細胞質への侵入K伴う

変化

侵入K伴う著しい変化は，組極ノj、胞体の

稽の発達であるが，締結撲の完成によタ形成

された経帯結殺では槽は再び不顕著と~る。

細胞膜形成時，卵黄系の腐縁部にある含有物

〈卵黄球，脂質滴など)が多量K経帯細胞内

に取長込まれるが9 分裂による娘細胞への分

配などで，量的には逐次減少する。一方，H杢

-26-

外域の細胞では取h込み議も多し分裂頼度

も低いためK縮施あた告の含有量も多<.締

胞も大形である。 os内に残留したエネfレギド

の縮機質内では，発達した組題小抱体の構造

が卵黄紹総形成時まで維持されるo ~i?，組

組膜形成時には，各核内vc核/J、体が出現し始

め，特κ休眠性卵の底帯細胞では大形と念る。

3. 脹膜形成

感外域の細胞は，顕著左細胞質突起を有

していて，受精膜と第 2次卵黄膜の間の空間

を遊動細胞のように自由κ移動するととが可

能であるo目杢帯が完成すると多少卵黄内に沈

下し，その結果生じた隆平苦外側!と受精膜の間

の間際κ阪外域細胞の一部が移動し，次いで

扇王子化して連続した竣膜を作る。ミトコンド

リアその他の細胞小器官の密宣は核の爵沼の

細胞載中で高い。羊撲は衆膜完成後VCs杢帝の

周縁部の1%礎砲が膝帯の綾部記伸長して形成さ

れる。

4. 始原生殖細胞

始原生娘細線は，s杢帯形成時に経帯の内

1flijVC援する一群の細胞として認められるよう

に念る。これらは大形の細胞質突起を有し，

リボゾーム，ゴlレジ体の密度が高し輪状の

粗面小胞体の存在などが特徴的である。
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アコナム、ンコマユパチの輪郭管液 (Calyx:fluid)に関する研究。〉

北野日出男

(東京学芸大学生物学教室〕

寄生蜂類が産卵と同時vr寄生体内K注入ナ

る輸卵管液Ccf)の作用については，現在，

不明1.i:点も多いが，今迄κ下記のような興味

ある知見が報告されている。

(I) 持滋要詳の抑制作用 CI湾穣領体需の重複寄

生を防ぐ〕平野千星・主主虫行動の化学・

P.40，培風鎗 '78・

(2) 苦手主の発脊遼疫を抑制する (Jones，R.L. 

and W. J・L母wis，'71) 

(3) 等主体液のトレハロース麓を増加させる

CDahlman， D.L・品ndS ・B.Vinson， '75; 
'76; '77) 

(4) 寄主の生体防衛l反応を抑制する(Sa1t， 

G. '73 ; Vinson ， S.B・'72;'77) 

とれ1までの研究から，アオムシゴマユパデ

の cfは. (4)の作用をもた念いものと思われる

(Kitano， '78) 0 今回の実験は，との考え

方の傍誌をえるために行念われた。

1 害予三主主~þ のハチの康卵数;òt 5 ~6 卵の場

合は， 産卵 4目白 (20--22'C餌育 )vr9際化し

たハチ幼虫の 50領以上が苦手主の防榔反応を

被る。との場合委もしも.cfがゆめ作用をも

ち，しかも，その伶F誌が一定時鰐(413間以

上〉継続しているものとずれば，務化したノ、

チの幼虫は訪貌i反紅、を免れているはずである。

Table 1 

少数産卵の場合，解化した幼虫の多くが防御

反応、を被る事実は，産卵時K注入されたcfが

極微量のためか，または，防欄反応、閉止の要

因が， cf以外Kあるととを示す。との点をた

しかめるために，容主体〈モンシロチョウ幼虫〕

[ぞ充分量の cfを注入した後， 413130ζハチの

1令幼虫 H箆体を移緩ずる実験を行1.i:った。

方法:

1.3令寄主幼虫vrcf を注入:羽化後 5~613

のハテを解剖い事会卵管を嫡出する。 10 

対の輸卵管を?等雪量の Ringer内でやぶt，流

出してくる cfと即時引をよ〈混合した後，

混合液約 1μLを1答子主K注入。

2. cf注入 413後vr，ハテ 1令幼虫 1個体を 1

等主(5令初期〕陀移棟。

3.ハチ幼虫の移植後 2日闘に寄主を解剖し，

ハチ幼虫K対ずる防欄反応、発現E容をみた。

結果 CTable1 ) 

移植体(ハチ幼虫 )vr対する寄主の勝榔反応

発王児童容は.cfの有無Kかかわらず 100%であ

った。 ζのととは，注入4日後のハチのcfが袋

詰鶴反応F昆との能力をもたないことを示唆す

る。今後，移綴体と cHと問時に注入する実験

がよびVenomとcfの関係を追求する実験を

行なう予定である。

Per事en主ageof encapsu1ation a七 220C of 主主主込主主主主~ 1a:cvae 
2 i!/l.YS af七er七T叩 sp1皿 .tationin七o主旦主!:!1arvae injec七ed

4 i!ays prior with ca1yx f1uid of ~.ß12盟主車製2 ・

E1211933e riC1S5 1arvae 
ed 

No. hosts No.par官 si七oid1arvae % 
ex師 4且ed tr田 sp1国七ed2) encaps唯1ation

with ca1yx f1uid 1) 15 15 100 

wi七hou七 ca1yxf1uid 15 15 100 

ユ)Te罰 p/l.ired-oViductswere di1ute丑 in臨時alvo1ume of sa1ine 
部ld1ド1i礼;;jec七edin七ohos七e

2) one 1st-instar 担理主語~ larva wasむ蹴sp1部七edinto each host. 
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クロオオアリ働蟻の卵巣小管 について

近藤昭夫・ 嶋京子

(東邦大・理・生物)

アリの維の或る個体は生間雌(女三EHr:，

Eたる個体は働きアリ VC左るととはあをりにも

有名であるが，特定の女王の認められない種

(アミメアリ念ど〕もあるとと，ク口ヤマア

リについては働きアリ Kも産卵能力があると

いう報告(今井， 1965)があること， 1i:ど

から働きアリにも通常，潜在的君主卵能力があ

ると考えるととができる。我々は 1978年K

クロオオアリ Carnponotusjaponicusを材料

VC，働きアリと幼虫の卵巣小管の有無，なよ

びその組織学的構造について調べた。

まず，卵巣小管の有無陀ついては 8月Vて

採集し?と働きアリ陀ついては解音1]の結果確認

ずるととはでき左かったが， 1 0月に巣掘p

によって得た働きアリについては解剖した

5 0例すべて陀卵巣小管を確認するととがで

きた。ただし発達は惑〈痕跡的設ものが多<. 

巣内にある卵と同じ位の大きさの卵母細胞は

見られ念かった。また数も極めて少念<2対

もしくは 4本以上確認できたのはわずか 3例

にすぎ没かった。体の大きさ(頭i隔ではかる〕

と卵巣小管の数・発達程度との間にはや]らの

関係も認められ左かった。アリの研究者の簡

では産卵K至ら左い働きアリの卵巣小管は次

第VC退化し，卵黄は幼虫を育てるのに利用さ

れるのでは左いかと捻察されているので，ど

のような変化が年間を通して見られるかは興

味ある問題である O

その後1979年 4月下匂から 5月下匂Uてか
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けての下部・渡辺・山口らの観察Kよると，

頭縞 1.1 ~3. 0 mmでは 2対以上の卵巣小管は

見られず，大型のアワ(頭穏 3.1~4.0 官官n) を

えらんで調べたところ 3対のものも得られs

アザの大きさと卵巣;J、管の数との簡には関係

があ bそうである。支え正常卵と向じと患わ

れる大型の卵も比較的大型の働きアワで 1ま

たは 2個見つかっている O

卵巣小管は膜麹百花共通念交互栄養裂で，

比較的よ〈発達したものでは長さ約800μ，

最大幅約 80μ ぁ丸卵母細胞を 6~7儲かぞ

えるととができた。そのうち基部近〈の卵母

細胞が最も大き <70X120μ℃主主照雄〔処

女王〉の成熟卵(550XI000μ〉に〈らべて

はるかに小さい。卵母細胞は卵黄で満たされ

てはいるがとれも成熟成lVC見られる直径約30

μの穎粒ではさt<全体がエオシンやピ口ニン

で染まり，穎粒形成の前段階にあるものと考

えられる。ろ胞は卵母縮胞のみを包み，栄養

細胞群に援する部分では途切れている。卵母

細胞の細胞質はとの部分で栄養締結群と直接

連なっている。 ζの境界部分の手持母細胞側に

特殊念胞状構造が十数値，口ゼット状に集合

しているのが特徴的でさうる。栄養細胞は 1群

?とっき 1l'飽きではかぞえるととができた。

幼虫の生殖線〈原基)については越冬前の

もの(1柑n)から輔化前のもの (5mm)VCつ

いて切片標本で探しているが，標本が不出来

左こともあ 9，ーまだ確認していない。
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イ ソ カ ニムシ最終脱皮休眠時における卵巣組織構造の発達

牧 岡 俊 樹

(筑波大・臨海)

イソカニムシでは，最終脱皮時の 1~ 2週

間の休眠中陀，成体卵巣の基本的左構造がで

きあがる。 3令(終令)後期の若虫の卵巣は

3つの主要な部分，す1.i:わら卵巣幹，形成細

胞巣なよび卵柄から成る。またとれらの部分

を構成する細胞は，それぞれの形と位置にも

とづいて次の 8タイプに区別される。卵巣幹

は腹部正中線に沿って消化管の腹側にのびる

1本の細い管で，その壁は 1層の円柱上皮細

胞 (卵巣幹上皮細胞)から成る。また卵巣幹

腹倶IJ正中線上には，ほ Y全長にわたって，小

型の若い細胞(生殖紐細胞)から成る生殖紐

があり ， 数球状に I 列K ならぶ 1O~15個の形

成細胞巣を含んでいる。形成細胞巣は 30~40

個の卵原細胞. 1O ~ 20個のいろいろ1.i:発達段

階にある前卵黄形成期卵母細胞，なよびそれ

らの聞に散在する小数の間細胞から成る。卵

柄は卵巣幹の両領1)方に対をなして突出する 20

~30本の短い管で， 頂部には 1 層の扇平左P

胞上皮細胞に固まれた早期卵黄形成期卵母細

胞が 1個ずつ乗っている。卵柄の援を作る I

層の円柱上島細胞(卵柄上皮細胞 )は卵巣幹

上皮につ左がる。成体卵巣にみられる中実の

1次卵柄の細胞 (1次卵柄細胞).後期卵黄

形成期卵母細胞， その基音ß~てある基底盤の細
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胞(基底盤細胞)なよび卵巣幹壁外層の縦走

筋細胞はまだ出現してい左い。

休眠期のはじめには，卵巣幹上皮細胞，卵

柄上皮細胞なよび生殖紐細胞のさかん念増殖

が認められる。形成細胞巣中にも分裂像が見

られるが，これはなそらく間細胞によるもの

である。続いて卵巣幹上皮細胞なよび卵柄上

皮細胞は成長し，卵巣幹と卵柄は長<.かっ

太〈在る。早期卵黄形成期卵母細胞も急速に

成長し，多量の油滴を貯えて後期卵黄形成期

卵母細胞になる。また，ζ の卵母細胞の成長

とともに，。ヨ胞上皮細胞はしだいに基部に集

まり，基底盤の原基と在る。形成細胞巣では

卵原細胞の数が滅 b.代 りV亡前卵黄形成期卵

母細胞が多くなる。 ζれは前者が成長して後

者K在って行〈 ζ とを示していると思われる。

また各形成細胞巣で対の前卵巣形成期卵

母細胞が著し〈成長して早期卵黄形成期卵母

細胞と念 !J.その周囲に間細胞由来の炉胞上

皮細胞をとも在って両側方へ突出してくる。

やがてその基部に生殖紐細胞の一部が集まり，

新たに中実の I次卵柄を作る。縦走筋細胞も

なそらく生殖乱細胞の別の一部に由来すると

思われるが，まだ確認できてい念い。



第 15回講演要旨

ムラサキイガイに寄生する椛脚類Pseudomyicola ostreaeの発生(1)

ノープリウス期の外部形態

(ll iB "'" =.(2) 
中村光一郎 ・ 梶原 武

( (ll都立国立高 ・ (2)東大海洋研)

Pseudomyi cola ostreaは東京湾口の横須

賀港夏島で採集したムラサキイガイの外套腔

より鯨を炉過海水で洗う ζ とによ b得た。抱

卵中の雌よ b卵塊をとり，直径 9cmのシャー

レ中K海水と共に入れ，室温で鮮化させたo

f降化後のノープリウス期幼生は 1個体ずつ直

径 3.5cmのシャーレK入れて飼育した。また，

9cmのシャーレVC1 0個体ほど入れて集団飼

育をも行在った。シャーレは観察時以外は黒紙

でなない，暗〈してないた方が結果が良かっ

た。細部にわたる観察は主に脱皮殻を用いて，

エオシン，クロラゾーノレ黒で染色して行なっ

た。

P.ostreaeのノ プリウス期Kは6段階が認

められた。解イヒしたノープリウスが 6回脱皮

して第 1コベボディドKなったととを，脱皮

殻によって確認した。ノ プリウスの期聞は

水温 20"'Cで 36 ~ 4 8時間であった。ノー

プリウス各期の変化は主K第 1舷角の赫の長

さと数，第 4期にはじめて出現ずる第 1小顎

の存在，尾耕の数と長さにみられる。体長は

ノープリウス第 1期が 0.27 mm，第 6期が

O. 2 9酬とほとんど伸長しない。全期間を通

じ赤色のノープリウス眼が 1ケ存在ナる。

第 1触角 3節より成る。第 2節VC3刺あ

!? ，いずれも第 1期に最も長い。第 1期には，

第 3節先端に 1本の羽状剛毛とその 5/6位の

長さの赫があるが，との赫は第 2期以後短か
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〈在る。第 2期以後剛毛の腹側K新し〈短い

赫が出現する。第 4期には背側先端VC2本の

短い市制:現われる。乙れは第5期には4本，第

6期Kは 6本に左る。腹側には第 5期以後K

3本の小輔が現われる。

第 2触角 :1ま節，基節，外肢，内肢より成

る。基節腹側の 2本の科は第 1期で最も長〈

顕著でるる。内肢は 1節，外肢は 5節よ b成

る。

大顎:底節，基節，外肢，内肢より成る。

底節腹側の短い赫は第 1期にのみ存在ナる。

内肢は 1節で，先端背側K羽状剛毛，腹側k

aestheteがある。外肢は第2触角と異!?4節

である。

第 1小顎:ノープリウス第 4期以後K現わ

れる。棒状の 1節と 1本の setaeよb成る。

第 5，第 6期と在るKつれ大きくなる。

その他の付属肢:第 5期K第 1、滋泳肢が赫

状突起物として現われる。第 6期比は，第 2

滋泳肢が現われる。

尾部付属物 :尾端の平衡肢は 1対で，数本

の短毛をもった setaである。尾赫は第1期Uて

は現われず，第 2期VCsetaeの内側VCl対の

頼，外側VCl対の毛状突起と 1対の小椋がで

きる。第 3期には setaeの内側と外側に各 1

対の赫が増える。第 4~6 期 Vてとれらの称は

長く左る。



第15密講演要雪

カブトガニ種間雑種幼生の形態について

関口晃杉田博昭@山道祥郎

(筑波大学@生物科学系〕

現存のカブトガニ 3腐 4種の間で人工交配

を行うと，アジヲ産3胤Tachypleustriderト

tatus出 T.t.，T.gi伊 s=T・g.，Carcin← 
scorpius rotundicauda出 c・r. の関でだけ

発生が進み，とくに， T.♂辛 Xτ¥ふさ，T.t・

♀X C.r ・d，C ・r.号XT.t ・~)の紐合ぜではa

種問雑穏幼生が得られる。それらの弟一令幼

生とそれぞれの穫(つ11:T T.t.♀X T.t.(S. 

T・g.<j?X T.g・3及びじr々 XC・r・(S) 

令幼伎とを次の点で比較した。

1. 各部位の測定値による比較

それぞれ 10個体づっの測定値の平均

t-検定κよって比較ナると.T.t ・♀ XT.t ・

3と小t・<j?XC・T・8の第一令幼主主は， I可じ卵

塊の卵を帰Mて人三受持したにも持らず，

それぞれ巽在る母集団に由来したと見倣ナと

とができるほど，後者が全体的に小さ〈なっ

ていることがわかった。 C・r・♀ XC.r.(Sは小

さいのでs昌三の結集は精子告書jの形質K影響さ

れていると考えられる。 C.r.<j?X T.t.(Sと

C.r ・<j?XC・r・S及びT.g・<j?X T.t ・8とT・g・♀

XT・g・8の第一令幼生についての比較では，

複娘問の距離陀ついてのみ有意の差が認めら

れたに止まった。

2. 腹部告書j縁付近の形態の比較

T.t.<j? X C.r.aの腹部の全体の輪郭は，

C.r.<j? X C.f ・舎のそれK類似し，その第一節

及び仰j練はT.VIlX T.t.dとC.f.<j?X C.f・8

とのや関形を示した。 C.f・<j?XT・t.dも綾部
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の輪郭はC・r・♀ XC.r.e') VL似ているが， C.rト. 
~ X C.r.必8では走査穏穏a鎖で友ければ認められ

念いtほまど微小念側束弾

Uκ亡認められるiほまどf伴申f長交していfたとo T・g・宮×

T.t ・3の腹部さき一筋後餓縁の形はT・g・号×

T.g・3とT.t.♀XT.t;e')の中間形を，また側

耕はむしろ T.t.早XT.t.dのものVL;I丘い突出

の将渡:を示した。

3. 頭鞠部背密の茨節税調構造の比較

室長胸部背還には少くとも数慈の蒋や離毛が

されるが，隆起部や!需辺部以外の比較的

平担な部位十亡存在する練の分布と形VL，特徴

が認められたので，とれを中心に比較を行っ

たo T・t.雪XT.t みでは，この蘇は上記部泣

の念頭に分布し，数本の比較的短かい締が密

集して一群を作っていたが T.g.♀XT・g・8

では，勝の前方及び後方部のみに局所的K分

布し，その赫は大き〈単独で存在するととが

多 し ま えC・F・<j?XC.r.dvては束せは会<*か

った。 ζれに対し多 T・g・<j?X T.t・3とT.t・2

X C.r.d VLは糠があった丸それらはそれぞれの

穫の中間形を示すものであり. C.r.~XT.t. 

sでは練は存在しなかった。

以上，全体的にみて，カブトガニの縫関雑

穏では9 精子{郊の形紫が卵{腐の形葉Kかなり

影響を及ぼして，幼生は両種のゆ間的

*形質を示す場合が非常に多かった。その例

外とみなされるものは，今までのととろ a

C.ト辛 XT.t.d VL練の出現がみられないとい

うク…スだけでるる。



A NEW METHOD FOR ULTRASTRUCTURAL STUDY OF INSECT CUTICLE 

Shigeru SATO 

Central Electron Microscopy Research Laboratories， Nippon 

MぞdicalSchoo1 

For electron microscopy insec主 cutic1ewas fixed for 24 hr 

in cold， buffered 2.5号 glutaraldぞhyde. After fixation， the tissue 

was washed in several changes of phosphate buffer. The ti$sue 

was then treated for 30 minutes at room temperature with a 

permanent soap (ammonium thioglycolate). After treatment， the 

tissue was washed in several changes of phosph喜七ebuffer， follow-

ed by post四 fixationwith 1事 Osmiumtetroxide in phosphate buffer. 

The tissue was dehydrated in an ethano1 series and embedded in 

Epon 812. This treatment faci1itated making thin sections of 

cuticle， which was difficu1t to achieve whithout this treatment. 

E1ectron micrographs of sections produced by this method has 

proved that the treatment by the permanent soap gives no arte叩

fact to hypodぞrmstructur合 s.

EXTERNAL OBSERVATION ON MACHILIDAN EMBRYOS (INSECTA， THYSANURA) 

Ryuichiro MACHIDA and Hiroshi ANDO 

工nstituteof Biological Sciences， The University of Tsukuba， and 

Sugadaira Research Center， The University of Tsukuba 

The embryonic deve10pment of the machilidan， Ped立:to託tU4 sp. 

was observed for the external morphology. The observations 

support the fol1owing statements事

ヱ.The terga of the three gnathal segments take par七 inthe head 

capsule formation. 
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2. In the maxi11a and 1abium， the pa1pi are homo1ogous with the 

te1opodites of the 1egs， and the other parts are homo1ogous 

with the coxopodites. 

3. It is reasonab1e to be1ieve that the individuaエpartsof the 

coxopodites of the maxi11a and the 1abium correspond to each 

other as fo11ows: cardo， stipes， 1acinia， ga1ea， pa1pifer 

and maxi11ary pa1p， to postmentum， prementum， glossa， pa1piger 

and 1abia1 pa1p， respective1y. 

4. No pa1p is found in the mandib1e at any observed deve工op-

menta1 step. 

5. The postmentum derives from the basa1 part of the 1abia1 

appendage. 

6. The p1europodium， the sty1us and the ventral sac are appendi-

cu1ar in origin， and derive from the dista1 part of the 

appendage叩 an1agen.

7. The p1europodium is homo1ogous with the sty1us. 

8. The coxite is a1so appendicular in origin， and derive from 

the basa1 part of the appendage司 an1agen.

E~在BRYONIC DEVELOPMENてrOF Galεo..t，6..tal1a l1..tppon邑11-6..[，6 (CAUDELL ET 

KING) (GRYLLOBLATTODEA) 

1)____  2) 
Hiroshi ANDO and Takayuki NAGASH工MA

1) Sugadaira Research Center， The University of Tsukuba 

2) Laboratory of 日ntomo1ogy，Tokyo University of Agricu1ture 

G. n..tppon引 t，6..t，6 is known to 1ay eggs in soi1 during autumn 

and winter in mountainous regions of Japan. The embryonic stage 

at 10時 120C 1asted 5 to 12 monthぉ ormore. 

A sma11 germ disk was formed at the posterior end of the egg， 
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and à~velop時d there to some extent befor it sinked into the yolk喰

After katatrepsis the embryo appeared onto the surface on the 

ventral side of the egg. The mid叩 gutdeveloped from developing 

ribbons that wer令 formedat the end of stomodaeum and procto附

daeum. Probably participation of other cellular element to the 

mia-gut was also suggested from our observation. 

工twas noticea that thを pattぞきrnof thををmbryonicdevelopment 

of G. n.Æppo段吃 n.~-L/.> had some rをsemblanceto that of the orthopteran 

Zれsects，e.g ・Ta己主/fc.Út立~.

OSl-UOPHILIC AND SUDANOPHILIC GRANULES IN THE OOCYTES OF A 

MANTIS， TENOVERA ARIVIFOLIA (DICTYOPTERA， MANTOIDEA) 

Ken叫 ichiOGI and Yukjo IWAIKAWA 

Department of Bio10gy， Co11eqe of General Education， Nagoya 

ひnlvers工七y

Smal1 osmiophilic granules were observ令a sporaaical1y dis岬

tributing in the cytoplasm of young oocytes， and in the bocytes 

just before the onset of deposition of the protein yolk， a 

number of larger osmiophilic granules wをreobsをrvedpacking 

compactly in the oop1asm. Sudanophilic granules were found 

c10se1y to the germinal vesic1e in the young oocytes， while a七

the late stage they were founa in the cortical ooplasnい

A few mitochondria were seen around the germina1 vesicle in 

the young oocytes， but in the stage of apPearance of the osmio叩

phi1ic granules， they were found in the cortlcal cytoplasm as 

1arger and branched structures. Golgi bodies were also frequent叩

1y obぉerv愈d. Our observations suggest that the mitochondria 

have close re1ations to the formation of both osmiophilic and 

sudanophilic granules io the oocytes. 
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区YCETOおS IN THE EGG OF THE IDOLOTHRIP INE THfミIPS. BACTRIVOTHRIPS 

BREVITUBUS 

哀azuoHAGA 

Institute of Bio10gica1 Sciences， The University of Tsukuba 

Every observed egg of Baet4Ædoth~Æp~ b4evitubu~ contained two 

mycetoms diffをrentfrom Caudoth4Æp~ bu66ai which was reported to 

include one or exceptional1y two or three mycetoms in a egg 

(BOURNIER， 1966). 

One of the two mycetoms in the B. b4evÆtubu~ egg situated near 

the posterior po1e of the egg during the stages of c1eavage and 

blastoderm叩 formation，whi1e the other was found at a portion on the 

10ng egg axis one fourth of the egg 1ength from the anterior po1e. 

The posterior mycetom was globular in shape with 14由 16pm in diameter， 

with rough surfacei the anterior one showed simi1ar features to the 

posterior one. 

The germ an1age was formed on the egg surface near the posterior 

myc@tom. The posterior mycetom was observed to attatch at the cauda1 

ena of the embryo， when the anatrepsis began. Thenceforth it kept 

attl主主chmentto the embryo' and was carried anterioward with the 

morphogenes.is of the germ band proceeaed. Then the cauda1 end of the 

germ bana reaches the p1ace of the anterior mycetom， the two 1時:ycetoms

met each other and anastomosed. The first f1exure formation occurred 

曇f主er thB議nastomosisof the mycetoms. The anastomosed myceto立1was 

separated from the germ band and moved a10ng with yo1k flow， and it 

fina11y ミ主主ive<ヨat vitelヱine茸¥embraneone fou主主h of 七hee号9 1eng士h

from the t'¥int合riorpole on the dorsal side盆

Af七erkatatrepsis the mycぞきtomgradua11y shrank and deヲradeiヨ，

io the mid-守utwhen七hedorsa1 closure was completed. 
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DEVELOPMENTAL ANALYSES OF TWO TEMPERATURE叩 SENSITIVEGRANVCHILV-

LESS-TYPE MUTANTS IGSI lJN26 AND GS( lJN441J IN VROSOPHILA 

MELANOGASTER; ABNORMALITY IN THE EARLY EMBRYOGENESIS 

Yuzo NIKI and Masukichi OKADA 

Institute of Biological sciences， TheUniversity of Tsukuba 

IN g~( lJNZ6 embryos， asynchrony in cleavage divisions and 

abnormal pattern of cytoplasmic flow were observed. These ab世

normalities were ascribed to the observed delay or deficiency 

in arrival of nuclei at the posterior pole of the embryos. 

pole cells were never formed in the embryos， and either somatic 

cells at the posterior pole were not formed in some of the embryos. 

The above mentioned abnormality of the embryos did not appear 

when their mothers were reared at 18~C. 

IN g~( 7JN441， somatic cell formation during embryogenesis 

was not affected by the mutation. On the other hand no normal 

polecell formation occurred in embryos irrespectives of the tem-

perature at which their mothers were reared. However， some cells 

which included normal polar granules and nuclear body， which 

are unique to the pole cells， were present at the posterior tip 

in ぉomeembryos. Correspondence of the frequency of embryos 

carrying these cells with that of resulting ferti工e adults may 

indicate that these cells have potency to differentiate into 

germ cells. 
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EFFECT OF UV IRRADIATION ON THE DEVELOPMENT OF THE POLE CELLS 

IN THE CHIRONOMUS SAMOENSlS EGGS 

廷ideoYAJIMA 

Department of Biology Ibaraki University 

Applying uv-irradiation (dose rate 500 ergs/mm
2
/sec.; 

duration 5"to 90") to the pole cells during their first 

division， two kinds of damages were obtained. When Uv-irradi-

ation was given to the pole cells at an early stage of their 

first division， the degeneration of the cells occurred soon 

after the nuclear migration stage. The same treatment at a 

late stage of the first division caused the inhibition to 

the pole cells from being incorporated into the ihterior of 

the embryo. Both of the above mentioned damages were followed 

by the failure in formation of the larval gonads. The occur-

rence of the. early damages and the production of 七heresulted 

agonatic larvae increased with the increment of the UV四 dose.

These effects of UV四 irradiationwere reduced by photoreversion 

treatment. In the stained section of the irradiated eggs 

unusual cytological figures of the pole cells were observed 

before the occurrence of cel1 degeneration or the failure in 

the incorporation of the pole cel工s.
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ELEc'rRON MICIミOSCOPICOBSERVATIONS OF THE EARLY EMBRYON工C

DBVBLOPMBNT.IN THE SILKWORM，BOMBVX MORI 

Keiichiro MIYA 

Lab. Appl. Emtomol.， Fac. Agric.，工wateひniversity

Ultrastructures were obsをrved in the silkworm egg from the 

late blastoderm to the germ band stage. The cytoplasm surround軒

ing cleavage nuclei WaS largely occup主edby well叩 developed rough-

surfaced endoplasmic reticulum (rER) except for a few mitochondria 

existing neat periphery of the cytoplasm. with migration of the 

energids toward the periplasm， the mitochondria in the energid 

cytop1asmincreased in number. As the energids penetrated into 

the periplasm， the cisternae of rER developed remarkably， but 

they became uncle呂r a守ainafter completion of ce11 membrane in 

germ band region. The ce11s in extra四 embryonic region with 1arge 

processes and many yol註y inc工泣きionsmigrated freely between the 

egg memむraneand ventra1 surface of the germ band， gradua11y 

became f1attened and then formed a continuous cellular membrane， 

i.e.， seros8. Otgane11es of thesを C令11sdistributed chief1y 

around the nuc1eus. Amnion was produced ftom ce11s t:hat migratぞd

off the margin of the germ band and became flattened. Primordial 

germ ce11s were chracterized by 1arge cytop1asmic processes， 

abundance of free ribosomes and dictyosomes， and ring輔 likerBR. 
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STUDIES ON THE CALYX FLUID OF APANTELES GLOMERATUS. (2) 

Hideo KI'rANO 

Department of 8io10gy， To註yoGakugei University 

When a 1st叫 instar1arva of A. 9北 om芭花 atu~ was transplanted 

into an early 5th-ins七arlarva of P .i.記f!..i~ f!.apa立己えUCU10f!.a，主he

parasitoid larva was a1ways encapsu1ated by the hostb1ood ce11s. 

Even if the host was injected with calyx fluid of the female 

parasitoid 4 days prior to the transp1antation of parasitoid 

larva， a11 the larvae transplanted were encapsu1ated within 2 

days. 

These results suggested that the calyx fluid has 1'10 protective 

activity for the larvae of the parasitoid. 

λPRELIMINARy NOTE ON THE OVARIOLE OF THE WORKER OF AN ANT， 

CAMPONOTUS JAPONICUS MAYR. 

Akio KONDO and Kyoko KISHIMA 

Department of 8i010gy， Faculty of Science， Toho University 

Simi1ar to some species of F oJt.m.ic.a， the worker of Camponotu~ 

japo死.iC.U-b潟AY九 hasone or a few pairs of imcomp1ete ovarioles 

of p01ytrophic type. Number of immature oocytes in each ovariole 

exarnined WaS ぉevenat the rnaxirnum. The largest irnmature oocyte 

was 70 jJl'fl. in diameter and 120)lm in length I and filled wi th 

agranu1ar yolk wnich was stained with eosin or pyronin. 

An oocyte 事eemedto be accompanied by mor合 thane1even nurse 

cells. Though the oocyte was enclosed with f011icular epithe1iurn， 

the !'lur穏e cell~ were not enclosed with it. Some workers col1ected 

in April to May had one or two mature oocytes which were filled 

with eo~inophilic yolk granules. 
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DEVELOPMENT OF THE OVARIAN STRUCTUFミESDURING THE LAST MOLTING 

DIAPAU8E IN THE PS犯UDOSCORPION，GARVPUS lAPONICUS 

Toshi註iMAKIOKA 

Shimoda Marine Research Center， The university of Tsukuba 

The basic structure of the adult ovary in G認l1.ypu-<s japfJ段£立はる is 

formed during 1-2 weeks of the 1ast mo1tIng diapause. The last 

nymphal ovary consists of three main parts: the s1ng1e tubular 0'1滋rian

trunk， the short tubular egg stalks bearing respモ"cti'1eearly vitel10-

ぢをおicoocy主es，and th令守e主犯ariaconnec七ed至;achother by 設 germinal

cord and arranged moniliformly on the ventromedian surface of th念

。variantrunk. Eight types of CEき118construct the three main part. 

80me cel1s aiferentiate into different ce11 types during the diapause， 

and 12 types of oe11ぉ wererecogni詰12dconおtructingfour main parts 

of the adu1t ovary. Lin12i主geof c1211 typ12s in th至宝 ovarian tissues is 

shown be1ow. 
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DEVおLOPMENTOF A CYCLOPOID COPEPOD， PSEUVOMYICOLA OSTREAE 

YAMAGUTI， ASSOCIATED WITH A MARINE MUSSEL， MYTILUS EVULlS 

GALLOPROVINCIALIS LAMARK:EXTERNAL STRUCTURE OFおAUPLIUS IN 

SIX DEVELOPMENTAL STAGES 

Koichiro NAKAMURA1) and Takeshi KAJIHARA2) 

1) Kunitachi Senior日igh Schoo1 

2) Ocean Research Institute， The University of Tokyo 

A cyclopoid copepod， P~~udomダ .t (!.o!. o. 0占t~~ o.~ YAMAGUTI， is 

available from the branchia1 cavity of Mザ t.(!.u~ ~duf.(~ gafε。同

p~ov .t 月巴 4αf.(~ LAMARK. The external structure of the nauplius stages 

was observed in cultured individuals. Six stages are recogniz山

able during from first to 6th， in metamorphosis of nauplius of 

P. o~t~ 在a~ ， 3 of which are regarded as metanauplius stages. The 

first maxilla appears at the 4th stage. The body length in the 

first stage of nauplius was 0.27 mm and that in the 6th stage 

was 0.29 mm. Very little increase was observed in the body 

length during nauplius stages. The main characteristics for the 

identification of each stage of nauplius are the number and the 

length of the spines and setae of the first antenna， presence or 

absence of the first maxilla， and the number and the length of 

the caudal spines. A hatched nauplius completes 6 moultings 

within 36 to 48 hr at 200C to become a copepodid. 
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MORPHOLOGICAL OBSERVATIONS OF THE FIRST INSTAR LARVAE OF THE 

INTERSPECIFIC HYBRIDS IN THE HORSESHOE CRABS 

Koichi SEKIGUCHI， Hiroaki SUGITA and Yoshio YAMAMICHI 

Institute of Bio1ogica1 sciences， The University of Tsukuba 

We reported for the 14th meeting (Tokyo) that 3 kinds of 

hybrids grew up to the first instar 1arvae. Here we report the 

phenotypic differences in the morpho1ogica1 appearance of the 

first ins七arlarvae of hybrids. As the characters， we tak，e 色he

sizes measured at 6 1andmarks of the 1arva， the 1ength of the 

margina1 spines， the size of opercu1ar p1eurite， distribution 

and shape of spines on the dorsa1 surface of prosoma. The first 

instar hybrid1arvae we obtained were scrutinized for the above 

mentioned characteristics. The characteristics of the hybrids 

were most1y intermediate between ma1e and fema1e parents. This 

suggests that both of the ma1e and female genomes contributed 

to the deve10pment of the hybrids. There were three exceptiona1 

characters which were found a1ways inherited from female parents 

These characteristics were comp1ete1y deficient in the fema1es， 

i.e. if the fema1e did not have a structure， ma1e genome cannot 

effect it to appear in the hybrids. 
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会記

第 15回談話会

開催地 神奈川県厚木市

東京農業大学厚木農場研修センタ一

期白昭和 54年 5月 25. 2 6日

さいわい天気に恵まれ盛会であった。"シ

ンポジウム .，は農場内研修センタ ー前の芝生

で行老い. パーベキコーをつつき， ビーノレ等

を飲み1.:がらこれまた盛会であった。 宿舎内

に引き上げてからも可成話題が多く ，相当な

そ<(朝早<? )まで続いていたグノレープも

あったように聞いている。大木氏は都合十てよ

り宿泊されずに帰られる。芳賀氏は飼育中の

アザミウマの都合でシンポジウムに参加され

ず，宿泊もされず翌朝再び来場された。

総会

議長安藤 裕氏

議題 1. 次期開催地の件

2 要旨集印刷の件

3 国際昆虫学会議について

;......'-
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4. 節足動物発生学に関する書籍出版

の件

5. その他

1. 関口氏がな世話下さ!:J. 5月に筑波で開

催。

2. 前回(第 14回)の分と一緒に印刷する。

3. 国際会議K関する諸作業の進捗現況につ

いてMorphologyのChairmanである安藤

氏よ b報告あり。

4. 大木氏より項目，分担者，頁数等につい

ての説明がなされた。 ζれに関して仁木氏

よ!:J r各項目がバラバラでは左〈一貫性の

ある読み易い編集にしてほ しいJとの意見

があった。

5 以前から何回か提案された会の名称につ

いて再度一考をうながす意見が関口氏よ b

出された。必要性Kヲいては一同同感であ

ったが具体案は出されなかった。

(後閑記 )


	a0001
	a0002
	a0003
	a0004
	a0005
	a0006
	a0007
	a0008
	a0009
	a0010
	a0011
	a0012
	a0013
	a0014
	a0015
	a0016
	a0017
	a0018
	a0019
	a0020
	a0021
	a0022
	a0023
	a0024
	a0025
	a0026
	a0027
	a0028
	a0029
	a0030
	a0031
	a0032
	a0033
	aa0001
	aa0002
	aa0003
	aa0004
	aa0005
	aa0006
	aa0007
	aa0008
	aa0009
	バインダ
	aa0001




